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平
素
は
、
新
潟
支
部
連
合
会

の
事
業
活
動
に
対
し
、
日
本
旅

行
グ
ル
ー
プ
並
び
に
会
員
各
位

よ
り
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
６
月
に
山
形
県
沖

地
震
、

月
に
は
台
風

号
と

大
き
な
天
災
の
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
５
月
の
Ｇ
Ｗ


連
休
や
堅
調
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要

等
に
も
支
え
ら
れ
、
年
間
で
も

対
前
年
を
上
回
る
実
績
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た


月
か
ら

月
に
実
施
の
「
新
潟

・
庄
内
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

も
予
定
し
て
い
た
団
体
臨
時
列

車
が
台
風
で
中
止
に
な
る
憂
き

目
に
遭
っ
た
も
の
の
、

月
を

中
心
に
好
調
に
推
移
し
て
３
カ

月
間
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
も
プ

ラ
ス
に
な
る
結
果
だ
っ
た
こ
と

は
望
外
の
喜
び
で
し
た
。
こ
れ

ら
は
日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ
様
の

懸
命
な
送
客
努
力
と
連
合
会
会

員
の
受
け
入
れ
努
力
の
結
果
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
本
年
度
の
当

連
合
会
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
販
売
担
当
者
の
皆
さ
ま
に

「
選
ば
れ
る
新
潟
・
庄
内
エ
リ

ア
」
を
意
識
し
て
今
年
度
の
誘

客
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
近
年
急
速
に
伸
び
て
い
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
、
さ
ら
に

確
固
た
る
需
要
に
し
て
い
く
た

め
に
連
合
会
と
し
て
も
ツ
ー
ル

の
作
成
強
化
な
ど
を
検
討
し
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
次
に
訪

れ
た
い
エ
リ
ア
に
な
る
べ
く
Ｐ

Ｒ
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
内
需
要
に
つ
い
て
も
比
較

的
訪
問
頻
度
の
低
い
西
日
本
や

中
部
エ
リ
ア
へ
は
、
未
踏
の
地

だ
か
ら
こ
そ
新
潟
庄
内
と
し
て

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
首
都
圏
エ

リ
ア
か
ら
は
大
口
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
需
要
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

条
件
整
備
を
進
め
て
訪
れ
た
い

新
潟
庄
内
エ
リ
ア
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
は
世
界
遺
産
日

本
候
補
地
と
し
て
佐
渡
の
動
向

に
期
待
も
膨
ら
ん
で
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
取
り
組

み
の
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

誘
客
活
動
を
地
元
市
町
村
の
皆

さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
関
係
各
位
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松岡利幸会長

　
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
の
全
国

支
部
連
合
会
長
に
、
各
連
合
会
の
今
年
度
事
業

計
画
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
聞
い
た
。
設
問
は
次
の
通
り
。
①
連
合
会
、
支
部
事
業
で
、
今
年

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
②
地
域
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
に
つ
い
て
③
連
合
会
、
支
部
の
特

別
企
画
商
品
に
つ
い
て
④
連
合
会
、
支
部
の
宣
伝
活
動
に
つ
い
て
⑤
各
種
委
員
会
の
活
動
に
つ

い
て
⑥
日
本
旅
行
に
要
望
す
る
こ
と
⑦
傘
下
の
会
員
に
要
望
す
る
こ
と
⑧
そ
の
他
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
６
、
７
面
に
続
く

　
日
本
旅
行
が
事
業
の
柱
と
位
置
付
け
る
「
法
人
営
業
」
「
個
人
旅
行
営
業
」
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
役
員
か
ら
今
年
度
の
重
点
施
策
を
聞
い
た
。
（
聞
き
手
＝

本
社
・
森
田
淳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
８
面
に
続
く

　
―
―
昨
年
の
振
り
返
り
を
。

　
舘
　
中
期
経
営
計
画
「
Ｖ
Ａ

Ｌ
Ｕ
Ｅ
　
Ｕ
Ｐ
（
バ
リ
ュ
ー
ア

ッ
プ
）
２
０
２
０
」
で
掲
げ
た

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
量
か
ら
質

へ
」
と
い
う
取
り
組
み
を
引
き

続
き
強
化
し
た
。
一
般
団
体
は

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
や
大
企
業
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
事
業
を
行
う
企
業
の
受

注
を
増
や
す
こ
と
。
教
育
旅
行

は
私
学
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
教

育
関
連
大
会
な
ど
の
「
第
２
教

旅
」の
扱
い
を
増
や
す
こ
と
だ
。

　
昨
年
は
法
人
営
業
全
体
で
計

画
し
た
販
売
額
に
は
届
か
な
か

っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
身
の

変
化
に
よ
っ
て
、
利
益
の
方
は

目
標
の
数
字
を
達
成
す
る
見
込

み
だ
。

　
―
―
利
益
が
増
え
た
理
由
を

さ
ら
に
詳
し
く
言
う
と
。

　
舘
　
取
り
組
む
べ
き
顧
客
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
単
発
で
、
利
益
が

見
込
め
な
い
顧
客
層
の
取
り
扱

い
を
減
ら
し
た
こ
と
で
、
総
販

売
額
は
減
少
し
た
が
、
利
益
は

前
年
以
上
を
確
保
で
き
る
見
込

み
だ
。

　
法
人
営
業
と
個
人
旅
行
営
業

の
二
つ
の
柱
の
中
で
、
以
前
は

個
人
旅
行
営
業
の
方
が
利
益
の

中
核
を
な
し
て
い
た
。
２
０
１

３
年
か
ら
の
中
期
経
営
計
画

「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
）
２
０
１
６
」
以
降
は
教
育

旅
行
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
中
核
分
野

と
位
置
付
け
て
取
り
組
み
を
強

化
し
、
法
人
営
業
も
大
き
な
柱

に
な
っ
た
。

　
―
―
今
年
の
市
場
見
通
し

は
。

　
舘
　
景
気
の
上
昇
が
見
ら
れ

た
の
で
十
分
や
っ
て
い
け
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
で
見

込
み
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
。
日

本
人
の
国
内
団
体
の
キ
ャ
ン
セ

ル
も
一
部
発
生
し
て
い
る
。
い

つ
収
束
す
る
か
、
先
が
読
め
な

い
。
収
束
時
期
に
よ
っ
て
当
社

の
取
り
扱
い
数
字
も
変
わ
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
上

半
期
は
厳
し
い
と
み
て
い
る
。

　
下
半
期
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る
。

当
社
は
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー
で
は

な
い
が
、
海
外
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
か
ら
選
手
団
や
観
客
の
取
り

扱
い
、
各
国
Ｎ
Ｏ
Ｃ
（
五
輪
委

員
会
）
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て

い
る
。
主
要
国
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ハ
ウ
ス
と
い
う
自
国
の
Ｐ
Ｒ
施

設
も
作
る
。
こ
れ
ら
の
運
営
業

務
を
、
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
以
上
に
行
え
る
よ

う
に
し
た
い
。

　
―
―
法
人
営
業
の
強
化
策
に

つ
い
て
。

　
舘
　
新
中
計
で
は
法
人
営
業

全
体
の
収
益
を
現
状
か
ら

％

ほ
ど
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
た

だ
や
み
く
も
に
増
や
す
の
で
は

な
い
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
「
量
か
ら
質
へ
の
転
換
」
に

引
き
続
き
取
り
組
む
。
一
般
団

体
で
い
え
ば
大
企
業
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
、
教
育
旅
行
で
い
え

ば
私
学
へ
の
対
応
。
こ
れ
ら
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
大
都
市
に
集
中

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
都

市
の
支
店
な
ど
に
要
員
を
集
中

的
に
投
入
す
る
。
新
卒
社
員
を

多
く
採
用
し
、
東
京
都
心
部
に

は
従
来
プ
ラ
ス
２
０
０
人
規
模

の
人
員
を
配
置
す
る
。

　
一
方
、
地
方
都
市
の
支
店
で

は
、
そ
の
土
地
か
ら
外
に
出
て

い
た
だ
く
と
い
う
ア
ウ
ト
モ
デ

ル
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
旅

連
の
活
動
と
同
じ
よ
う
に
、
そ

の
土
地
に
来
て
い
た
だ
く
と
い

う
イ
ン
モ
デ
ル
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

　
新
中
計
の
ス
タ
ー
ト
と
同
時

に
行
っ
た
組
織
改
正
で
は
、
法

人
営
業
統
括
本
部
内
で
教
育
旅

行
部
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
営
業
部
な
ど

旅
行
形
態
ご
と
に
切
り
分
け
て

い
た
部
署
を
、
事
業
戦
略
推
進

部
、
営
業
開
発
部
、
全
国
営
業

推
進
部
な
ど
、
機
能
別
に
再
編

し
た
。

　
事
業
戦
略
推
進
部
で
は
、
教

育
旅
行
を
含
め
た
法
人
営
業
全

体
の
戦
略
を
立
案
す
る
ほ
か
、

わ
が
社
が
力
を
入
れ
て
い
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。
企
業
や
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
沿
っ
た

団
体
旅
行
の
企
画
を
提
案
す

る
。

　
営
業
開
発
部
は
コ
ン
テ
ン
ツ

や
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
企
画
書

の
作
成
な
ど
で
営
業
現
場
を
支

援
す
る
部
署
。

　
全
国
営
業
推
進
部
は
、
先
ほ

ど
述
べ
た
地
方
都
市
の
支
店
の

イ
ン
モ
デ
ル
推
進
の
支
援
。
各

地
が
開
催
す
る
大
型
イ
ベ
ン
ト

に
関
わ
る
仕
事
を
受
注
す
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
本
社
と

し
て
行
う
。

　
さ
ら
に
特
定
の
大
企
業
や
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
部
を
新
た
に
設
け
た
。
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
部
は
グ
ロ

ー
バ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業

本
部
、
東
日
本
営
業
本
部
、
西

日
本
営
業
本
部
に
も
設
置
し
、

本
社
と
連
携
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト

企
業
の
総
合
的
な
課
題
解
決
や

Ｂ
Ｔ
Ｍ
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ラ
ベ

ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
も
含
め

た
総
需
要
の
獲
得
を
目
指
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
取
引
す

る
た
め
に
、
在
外
の
グ
ル
ー
プ

会
社
に
よ
る
海
外
で
の
営
業
も

行
う
。
今
ま
で
は
日
本
人
の
海

外
旅
行
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
配
機

能
を
担
っ
て
い
た
が
、
営
業
の

機
能
も
持
た
せ
る
。

　
中
計
の
成
功
は
支
店
長
、
箇

所
長
の
意
識
に
か
か
っ
て
い

る
。
目
の
前
の
案
件
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
中
計
に
お
け
る
自
ら

の
箇
所
の
役
割
を
意
識
し
て
、

自
ら
先
頭
に
立
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
必
要
だ
。
前
半
の
フ
ェ

ー
ズ
１
で
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

と
も
か
な
り
の
投
資
を
し
、
単

年
度
で
は
痛
み
を
伴
う
こ
と
も

あ
る
が
、
着
実
に
進
め
な
け
れ

ば
次
の
フ
ェ
ー
ズ
２
は
な
い
。

　
―
―
日
旅
連
に
対
し
て
。

　
舘
　
各
地
域
で
イ
ン
モ
デ
ル

を
進
め
る
上
で
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
協
力
が
必
要
だ
。
各
地
の

仕
入
・
誘
客
推
進
セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
、
法
人
営
業
部
隊
と
の

連
携
も
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
都
市
部
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
も
、
会
員

の
皆
さ
ま
に
人
脈
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
送
客
で
し
っ
か

り
と
実
績
を
上
げ
る
つ
も
り

だ
。

　
日
頃
よ
り
会
員
の
皆
さ
ま
に

は
、
当
会
の
運
営
に
多
大
な
る

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
連
合

会
長
の
ホ
テ
ル
阿
寒
湖
荘
の
松

岡
で
す
。

　
昨
年
は
、
１
、
２
月
の
「
ふ

っ
こ
う
割
」、「
Ｇ
Ｗ

連
休
」

「
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
」
等

の
特
需
の
半
面
、
韓
国
・
香
港

の
情
勢
悪
化
に
よ
る
訪
日
客
の

減
少
、

、

月
は
「
ふ
っ
こ

う
割
」
の
リ
バ
ウ
ン
ド
と
浮
き

沈
み
の
激
し
い
１
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ

の
各
部
署
に
ご
協
力
と
ご
送
客

を
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
北
海
道
支
部
連
合
会

は
、
観
光
・
運
輸
の
皆
さ
ま
と

共
同
運
営
の
「
北
海
道
赤
い
風

船
会
」
の
各
委
員
会
・
部
会
を

中
心
に
、
２
０
１
９
年
も
北
海

道
へ
の
誘
客
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
を
中
心

に
、
赤
い
風
船
事
業
部
に
協
力

い
た
だ
き
、首
都
圏
、京
阪
神
、

九
州
の
販
売
店
担
当
者
向
け

に
、
札
幌
・
道
央
地
区
を
中
心

と
し
た
現
地
研
修
と
観
光
素
材

説
明
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
部
会
、
運
輸
部
会

と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
３
月

～
６
月
日
本
旅
行
北
海
道
、
９

月
～

月
東
日
本
営
業
本
部
に

て
送
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委

員
会
、
宿
泊
ネ
ッ
ト
販
売
推
進

部
会
、
各
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
会

共
同
事
業
で
恒
例
と
な
っ
た

「
時
計
台
店
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
も
、
地
域
行
政

の
方
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、

専
用
商
品
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
設
置
、
店
頭
イ

ベ
ン
ト
の
３
点
セ
ッ
ト
で
引
き

続
き
実
施
し
ま
し
た
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
致
推
進
部
会
で
は
、

日
旅
連
本
部
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
部

会
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
６

月
「
日
本
の
観
光
・
物
産
博
２

０
１
９
」
へ
の
参
加
や
、

月

に
は
初
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
て

「
商
談
会
と
セ
ー
ル
ス
コ
ー

ル
」
を
実
施
、
お
よ
び

月

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
へ
の
参
加
を
中
心
に
活

動
し
ま
し
た
。

　
道
内
各
地
で
開
催
の
各
ブ
ロ

ッ
ク
会
で
も
、
日
本
旅
行
グ
ル

ー
プ
幹
部
の
皆
さ
ま
だ
け
で
な

く
、
行
政
団
体
等
観
光
の
ご
担

当
者
も
お
招
き
し
、
道
内
８
カ

所
で
意
見
交
換
を
実
施
致
し
ま

し
た
。

　
当
会
と
し
て
の
対
策
は
、
日

本
旅
行
グ
ル
ー
プ
各
部
署
の
ご

支
援
も
い
た
だ
き「
貸
切
バ
ス
」

「
観
光
タ
ク
シ
ー
」
「
Ｎ
ｉ
ｃ

加
盟
施
設
・
観
光
運
輸
」
「
観

光
素
材
」
等
各
種
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
年
に
お
い
て
は
、
委
員
会

・
部
会
を
中
心
に
継
続
し
て
誘

客
活
動
に
行
い
ま
す
。
特
に
、

４
月

日
開
業
の
北
海
道
初
の

国
立
博
物
館
・
国
立
ア
イ
ヌ
民

族
博
物
館
や
国
立
民
族
共
生
公

園
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
民
族

共
生
象
徴
空
間（
ウ
ポ
ポ
イ
）」

や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ

ラ
ソ
ン
、
競
歩
、
サ
ッ
カ
ー
競

技
の
札
幌
開
催
、
海
外
か
ら
の

直
行
便
の
拡
大
、
道
内
７
空
港

の
民
営
化
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
活
用
と
と
も
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

探
究
型
素
材
開
発
に
よ
る
教
育

旅
行
の
誘
客
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
旅
連
北
海
道
支
部
連
合

会
、
北
海
道
赤
い
風
船
会
は
、

今
後
と
も
日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ

と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
宿

泊
券
は
も
と
よ
り
観
光
券
、
船

車
券
も
合
わ
せ
た
増
売
に
向
け

て
、
一
層
の
誘
客
拡
大
、
課
題

解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
引
き

続
き
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
さ
ま
、
日
本
旅
行
グ
ル
ー

プ
に
と
り
ま
し
て
今
年
１
年
が

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。


